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め の グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 場 の整 備 や 、 行 き た い 時 に 行 きた い 場 所 に 行 け る よ う に なる こ と で 、 高 齢 者 の 足 と なり 、 元 気 に つ な が る 公 共 交通 シ ス テ ム の 整 備 な ど を 推進 。 高 齢 者 が 元 気 に 生 活 でき 、 若 者 に と っ て 住 む こ とが ス テ ー タ ス と な る よ う な市 に な れ ば と 思 う 。　
ま た 、 農 業 の 担 い 手 の 育

成 に も 力 を 入れ て い き たい 。 農 業 に 興味 を 持 つ 人 たち を 対 象 に した 「 常 陸 大 宮市 農 業 ア カ デミ ー 」 の 設 立を 進 め て いて 、 農 業 の 基本 を 学 び 、 自立 で き る 環 境づ く り を 推進 。 農 業 の 担い 手 確 保 に つな が れ ば と 考え て い る 。　
今 回 の 市 長

選 挙 を 通 じ て人 口 減 少 の 弊害 を 肌 で 感じ 、 同 時 に スピ ー ド 感 を

会 　 長 　 野 　 上 　 満 　 正
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代 表 理 事 組 合 長 　 白 石 甲 子 郎

常 陸 太 田 市 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 盛 田 　 守

笠 間 広 域 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 鈴 木 幸 男

高 萩 市 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 櫻 井 　 信

つ く ば ね 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 川 野 和 彦

常 陸 大 宮 市 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 小 山 卓 臣

城 北 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 駒 橋 秋 男

北 茨 城 市 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 松 浦 宣 章

大 子 町 森 林 組 合

イ ン フ ラ 整 備 を 通 し て 常 陸 大 宮 市 の 発 展 に 貢 献 い た し ま す

特 集 ／ 鈴 木 定 幸 常 陸 大 宮 市 長 2 期 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

高 齢 者 の 新 規 施 策 と 農 業 振 興 へ
～ こ ど も 、 若 者 ・ 高 齢 者 が 住 み よ い ま ち づ く り の 実 現 ～

持 っ て 問 題 に 対 処 し て い かな け れ ば な ら な い と 実 感 した 。 こ れ ま で 打 ち 出 し て きた 施 策 に つ い て は 順 調 に 事業 が 進 ん で い る よ う に 感 じる 。 今 後 新 た に 見 つ か る 課題 に 対 し て も レ ス ポ ン ス よく 改 善 策 を 提 示 し 、 課 題 解決 の た め に 事 業 化 し て 施 策を 実 践 し て い き た い 。　
■ 重 点 事 業 に つ い て

　
市 の ビ ッ グ プ ロ ジ ェ ク ト

と し て は 、 常 陸 大 宮 駅 周 辺整 備 事 業 が 真 っ 先 に 挙 げ られ る 。　
３ 月 に は 、 新 駅 舎 お よ び

東 西 自 由 通 路 の 建 設 工 事 がス タ ー ト 。 新 駅 舎 は ２ ０ ２５ 年 １ 月 頃 、 東 西 自 由 通 路は

2 6年 春 頃 の 供 用 開 始 を 目

標 に 、 現 在 建 設 工 事 が 進 めら れ て い る 。　
ま た 、 今 後 は 駅 舎 周 辺 の

整 備 に も 着 手 し て い く 。　
常 陸 大 宮 駅 東 口 前 に つ な

が る 大 宮 停 車 場 線 に つ い ては 、 歩 道 を 片 側 ４ ・ ５ ｍ で整 備 す る 道 路 改 良 工 事 を 計画 。 歩 道 が 拡 幅 さ れ れ ば 安全 が 確 保 さ れ る だ け で なく 、 テ ー ブ ル な ど を 出 し て飲 食 や 会 話 を 楽 し む な ど 、活 用 で き る 歩 道 と し て 利 用

で き る だ ろ う 。　
ほ か に も 駅 西 交 流 拠 点 の

整 備 や 駅 の 東 西 ロ ー タ リ ーの 整 備 、 周 辺 道 路 整 備 を 計画 し て お り 、 そ れ ら も ビ ッグ プ ロ ジ ェ ク ト に あ た る 。　
駅 周 辺 地 域 の 魅 力 と 活 気

あ ふ れ る 快 適 な ま ち づ く りの 実 現 を 目 指 し 、 こ れ か らも 事 業 を 進 め て い く 。　
■ そ の 他 の 重 点 事 業 に つ

い て　
大 き な 事 業 と し て は 、 道

の 駅 常 陸 大 宮 周 辺 整 備 事業 、 山 方 地 域 セ ン タ ー 整 備事 業 、 子 育 て 世 帯 向 け 住 宅整 備 事 業 が 挙 げ ら れ る 。　
道 の 駅 常 陸 大 宮 周 辺 整 備

事 業 は 、 道 の 駅 常 陸 大 宮 の南 部 エ リ ア 約 １

 
h aを 活 用

し て グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 場 を整 備 す る も の で 、 本 年 度 は整 備 に 向 け て 基 本 計 画 の 策定 や 用 地 測 量 お よ び 取 得 を進 め て い く 。 地 域 振 興 と とも に 高 齢 者 な ど が 元 気 に いつ ま で も 生 活 で き る よ う 、生 き が い と 健 康 づ く り に つな が る 拠 点 づ く り を 推 進 して い く 。　
山 方 地 域 セ ン タ ー 整 備 事

業 は 、 本 年 度 で 基 本 ・ 実 施設 計 の 策 定 に 取 り 掛 か る 。既 存 の 本 館 と 別 館 の 機 能 を複 合 し 、 窓 口 機 能 や 行 政 機能 、 防 災 機 能 な ど を 有 し た新 地 域 セ ン タ ー を 建 設 す るも の で 、

2 8年 度 供 用 開 始 を

目 標 に 事 業 を 進 め る 。　
子 育 て 世 帯 向 け 住 宅 整 備

事 業 に つ い て は 、

2 5年 度 の

入 居 受 付 開 始を 目 標 に 、 本年 度 で 造 成 工事 に 着 手 する 。 市 に 住 みた い と 思 え る魅 力 あ ふ れ るま ち づ く りと 、 子 育 て 世帯 の 移 住 ・ 定住 を 促 進 す るた め 、 今 後 も整 備 事 業 に 取り 組 ん で いく 。　
そ の ほ か 、

市 で は 多 く の事 業 に 取 り 組ん で い る 。 市長 に 就 任 以来 、  「 県 北 地 域 に お け る 人口 流 出 を 防 ぐ た め の 強 靱 なダ ム （ 政 策 ）  」 の 構 築 と その 実 現 を 目 指 し 、 市 政 運 営に あ た っ て き た 。 こ れ か らも さ ま ざ ま な 課 題 に 向 き 合い 、 事 業 化 し て 着 実 に 進 めて い き た い 。　
■ イ ン フ ラ 整 備 に つ い て

　
限 ら れ た 財 源 の 中 で 、 地

元 か ら 受 け た 要 望 を 全 て 解決 す る こ と は と て も 難 しい 。 施 工 に つ い て は 市 の 規格 も あ り 、 規 格 通 り に 市 内全 域 の イ ン フ ラ 整 備 を 進 めて い く と か な り の 時 間 が かか っ て し ま う 。　
そ こ で 新 し い 切 り 口 と し

て 、 市 の 規 格 基 準 を 引 き 下げ た 施 工 で イ ン フ ラ 整 備 を進 め る こ と が で き な い かと 、 土 木 建 設 課 の 職 員 と 検討 を 進 め て い る 。　
最 低 限 の 安 全 を 確 保 し た

施 工 と な る た め 、 何 十 年 とい う 長 期 間 の 維 持 は 難 し いと 思 う 。 し か し 従 来 よ り も迅 速 に 幅 広 く 生 活 道 路 の 整備 を 進 め る こ と が で き る ため 、 そ の 道 路 を 利 用 す る 住民 の 利 便 性 向 上 が 図 れ る ので は な い か と 考 え て い る 。　
生 活 道 路 整 備 や 上 下 水 道

整 備 に つ い て 、 市 民 の 利 便性 向 上 を 第 一 に 考 え 、 よ りよ い 方 法 は 何 か と 模 索 し なが ら 、 整 備 を 進 め て い く 。　
■ 入 札 制 度 の 在 り 方 に つ

い て　
一 般 競 争 入 札 に つ い て

は 、 地 元 建 設 業 者 が 有 利 とな る よ う 、 今 後 は 総 合 評 価方 式 の 割 合 を 増 や し て い くべ き だ と 考 え て い る 。 市 が

発 注 し た 工 事 を 地 元 建 設 業者 が 落 札 で き な け れ ば 、 業界 の 活 性 化 を 図 る こ と が でき な い 。 災 害 発 生 時 に 尽 力し て く だ さ る の が 地 元 建 設業 者 の 皆 さ ま 。 地 元 に 仕 事が 渡 ら な け れ ば 業 界 が 衰 退し て し ま い 、 災 害 復 旧 が 追い つ か ず 混 乱 を 招 く 。 そ のよ う な 状 況 を 防 ぐ た め にも 、 地 元 建 設 業 者 が 有 利 とな る よ う な 入 札 制 度 を 増 やし て い く べ き だ と 考 え る 。　
ま た 市 は

2 3年 度 か ら 、 優

秀 建 設 業 者 表 彰 制 度 を 導 入し て い る 。 そ こ で 、 表 彰 受賞 を 条 件 と し た 入 札 を 本 年度 か ら 計 画 し て お り 、 土 木工 事 な ど で 試 行 的 に 実 施 する こ と を 検 討 し て い る 。 現状 は 市 の 表 彰 者 が 少 な く 、県 の 表 彰 を 受 け た 建 設 業 者も 対 象 と す る 予 定 だ が 、 いず れ は 市 の 表 彰 を 受 け た 業者 の み に 参 加 資 格 が あ る 入札 が で き な い か と 考 え て いる 。　
地 元 建 設 業 者 に と っ て 、

有 利 と な る 入 札 制 度 を 模 索し て い く 。　
■ 地 元 建 設 業 業 界 へ の

メ ッ セ ー ジ　
近 年 の 自 然 災 害 は 頻 発

化 ・ 激 甚 化 し て き て お り 、い つ 、 ど こ で 発 生 す る か 分か ら な い 状 況 と な っ て いる 。 そ ん な 中 、 災 害 発 生 時に は 迅 速 に 対 応 し 、 復 興 復旧 工 事 に 尽 力 す る な ど 、 頼り に な る の は 地 元 建 設 業 界の 皆 さ ま 。 市 と し て も 地 元建 設 業 界 の 発 展 の た め 、 入札 制 度 の 検 討 な ど を 通 し て支 援 し て ま い る 所 存 。　
地 元 建 設 業 界 の 皆 さ ま と

一 丸 と な り 、 安 心 安 全 な まち づ く り の た め に 尽 力 し てい き た い と 考 え て い る 。 引き 続 き ご 支 援 と ご 協 力 を お願 い し た い 。

　
■ 就 任 の 抱 負

　
１ 期 目 は 重 点 施 策 と し

て 、 子 育 て 世 帯 向 け 住 宅 やＪ Ｒ 常 陸 大 宮 駅 周 辺 整 備 など に 取 り 組 ん で き た 。 子 育て 世 帯 や 若 者 な ど に 向 け た事 業 で 、 特 に 「 子 ど も 」 に重 点 を 置 い た 施 策 が 多 か った よ う に 感 じ る 。 ２ 期 目 はこ れ ま で 進 め て き た 事 業 に引 き 続 き 取 り 組 む と と もに 、 新 た に 「 高 齢 者 」 に 焦点 を 当 て た 新 規 事 業 に 取 り掛 か り た い と 考 え て い る 。　
例 え ば 、 高 齢 者 が 元 気 に

生 活 で き る 環 境 づ く り の た

　
４ 月

1 4日 に 行 わ れ た 常 陸 大 宮 市 長 選 挙 で 、 ２ 期 目 の 当 選 を 果 た し た 鈴 木 定

幸 氏 。  「 １ 期 目 で は 子 育 て 世 帯 や 若 者 な ど 、 子 ど も に 焦 点 を 当 て た 事 業 に 多く 取 り 組 ん で き た 」 と 話 す 。 ２ 期 目 は こ れ ま で に 掲 げ た 政 策 に つ い て 継 続 して 取 り 組 む と と も に 、 焦 点 を 変 え た 新 た な 事 業 に 取 り 掛 か り た い と 語 る 。 また 、 表 彰 制 度 を 取 り 入 れ た 市 独 自 の 新 し い 入 札 制 度 に つ い て も 検 討 し て い ると い う 。 鈴 木 市 長 に 、 今 後 の 施 策 や 建 設 業 へ の 思 い な ど を 聞 い た 。

鈴 木 定 幸 （ す ず き ・ さ だ ゆ き ）

1 9 6 7  年  1  月  1 2  日 生 ま れ の  5 7  歳 。 防 衛 大 学 校 を

卒 業 。 県 議 会 議 員 を 経 て 、 2 0 2 0  年 に 常 陸 大 宮 市 長

に 初 当 選 し た 。 趣 味 は 海 釣 り で 「 磯 釣 り 、 船 釣 り の

ど ち ら に も 楽 し さ が あ る 」 と の こ と 。 座 右 の 銘 は 「 為

せ ば 成 る 、 為 さ ね ば 成 ら ぬ 、 何 事 も 、 成 ら ぬ は 人 の

為 さ ぬ な り け り 」

◆ プ ロ フ ィ ー ル ◆
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代 表 取 締 役  長 　 山 　 朋 　 之

長 山 工 業 株 式 会 社

本 社 ／ 茨 城 県 常 陸 大 宮 市 山 方  6 4 5  番 地
T E L 0 2 9 5 － 5 7 － 6 8 6 0  F A X 0 2 9 5 － 5 7 － 2 5 0 7

代 表 取 締 役 会 長  小 河 原  欣 　 也
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本 社 / 茨 城 県 常 陸 大 宮 市 山 方 6 4 5 番 地
T E L. 0 2 9 5- 5 7- 6 8 6 0  F A X. 0 2 9 5- 5 7- 2 5 0 7

小 河 原  欣 　 也

小 河 原  利 一 郎

代 表 取 締 役 会 長

代 表 取 締 役

〒 3 1 9 － 2 2 2 4 　 茨 城 県 常 陸 大 宮 市 東 野  3 1 0 0 － 1
T E L 0 2 9 5 － 5 3 － 3 4 5 1 　 F A X 0 2 9 5 － 5 3 － 4 0 9 7

E- m ail ： m o ri s hi m a- k e n s et u @ e c 2.t e c h n o w a v e. n e.j p

有 限 会 社  森 嶋 建 設

代 表 取 締 役  森 　 嶋 　 和 　 広

〒 3 1 9 － 2 2 2 5 　 茨 城 県 常 陸 大 宮 市 西 塩 子  2 1 2 － 2
T E L 0 2 9 5 － 5 3 － 4 2 5 2
F A X 0 2 9 5 － 5 2 － 0 6 2 4

代 表 取 締 役  横 　 山 　 一 　 光

有 限 会 社 　 横 山 設 備 工 業
給 排 水 ・ 衛 生 ・ 冷 暖 房 ・ 設 計 施 工 設 備

〒 3 1 9 － 2 6 0 1 　 茨 城 県 常 陸 大 宮 市 高 部  3 9 7 8
T E L 0 2 9 5 － 5 8 － 2 3 1 1 　 F A X 0 2 9 5 － 5 8 － 2 3 1 2
U R L htt p: / / r y u z a ki. c o.j p

代 表 取 締 役  龍 　 﨑 　 眞 　 一


